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(57)【要約】
【課題】フレームの長時間圧迫による頭痛を予防し、前
記サンバイザーの角度調節が容易である回転型サンバイ
ザーを備えた帽子を提供する
【解決手段】頭に着用されて紫外線を遮断する透明バイ
ザーが多段回転型で備えられ、下方に過度に回転するこ
とを防止する補助バイザーが備えられ、前記透明バイザ
ーの過回転を防止し、多段で回転固定され、長時間着用
にも使用が便利な回転型サンバイザーを備えた帽子であ
る。
【選択図】　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　顔面部位に入射する紫外線を遮断するために頭に着用されるサンバイザーを備えた帽子
であって、
　前記頭の周りを取り囲むバンドリングと、前記バンドリングの下端に結合されて前方に
伸びた補助バイザーとを含む頭部着用部と；
　前記バンドリングの内部に埋め込まれ、前記頭の側部に装着されるように曲がった板状
の支持板心材と、前記支持板心材の外面から外側に突出した回動結合棒と、前記回動結合
棒から所定の距離で離隔して突出した係合突起とを含む一対の心材部と；
　前記紫外線を遮断するように色相を有する透明バイザーと、前記回動結合棒に結合する
ように前記透明バイザーの両側部に穿孔された回転締結孔と、前記回動結合棒を中心に回
転するときに前記係合突起に対応するように穿孔された多数の多段回転孔とを含む透明バ
イザー部と；
　前記回動結合棒に結合された前記回転締結孔の外側部を取り囲み、前記回動結合棒と結
合するように中央が穿孔されたバイザー固定部材と；を含んでなり、
　前記支持板心材には、前記バンドリングに埋め込まれたとき、前記回動結合棒が所定の
高さで突出するように前記回動結合棒の底面を取り囲むとともに上部に突出したバンドリ
ング装着端が備えられ、
　前記回動結合棒の外周面には、前記バイザー固定部材が挿合されるように、半径方向内
側に段差を有するように形成された固定部材挿合溝が備えられ、
　前記透明バイザーには、回転時に前記補助バイザーを越えて下方に過度に回転すること
を防止するために、内側先端から下方に突出した停止突条が備えられることを特徴とする
、回転型サンバイザーを備えた帽子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、回転型サンバイザーを備えた帽子に係り、より詳しくは、頭に着用されて紫
外線を遮断するサンバイザーを多段回転型で備え、下方への過回転を防止する補助バイザ
ーを備え、サンバイザーの回転が容易であり、前記サンバイザーを支持する心材部が頭の
一側部に装着されるように構成することにより、長時間の着用にも使用が便利な回転型サ
ンバイザーを備えた帽子に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、太陽光には紫外線が含まれているため、野外活動の際、皮膚に直接照射されて
色素沈着、しみ、及び火傷などを引き起こすことになる。したがって、前記太陽光の紫外
線を遮断するために、野外活動時にサングラス又はサンキャップなどが多く用いられてい
る。
【０００３】
　また、前記太陽光の紫外線は野外活動時に目をひどく刺激して事物を識別することがで
きない場合がたびたび発生し、夏期に太陽光に長時間露出される場合、皮膚老化及び皮膚
癌など、身体に致命的な損傷を誘発することができる。
【０００４】
　そして、近来には地球のオゾン層破壊によって地上に照射される紫外線の量が増加する
につれて紫外線による被害を減らすためにサンキャップ又はバイザー帽子を使うことにな
る。
【０００５】
　ここで、前記サンキャップは強い日光及び紫外線から着用者の顔面などを保護するため
に頭に着用するもので、弾力的に折り曲げられたフレームが内蔵されたバンドと、バンド
の両端に結合されるバイザーとからなったものであり、そのバイザーの角度調節によって
日光を遮断するか風又は雨などを遮断する目的で使われている
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【０００６】
　このようなサンキャップは着用が簡便でありながらも日光とともに紫外線、風、雨など
を遮断することができ、多用途に使用可能な効果があるので、一般人に広く普及されてい
るものである。
【０００７】
　しかし、このようなサンキャップは、着用時にバンドが頭部を強く締め付けて圧迫する
ことによって頭痛を引き起こす問題があり、風及びほこりの遮断のためにバイザーを下げ
る場合、口や鼻から排出される熱い熱気によってバイザーが曇る問題を解消するために二
重バイザーが提案されたこともある。
【０００８】
　これに係わる従来技術として、大韓民国登録特許第１０－１１６００８０号（２０１２
．０６．２０）には耳掛け型サンキャップが開示されている。
【０００９】
　前記従来技術は、使用者の耳にかけることができるようになった一対の眼鏡蔓部１１０
；前記眼鏡蔓部１１０の前方に回転可能にヒンジ結合されるゴーグル部１２０；及び前記
眼鏡蔓部１１０の前方において回転可能にゴーグル部１２０に二重ヒンジ結合されるマス
ク部１３０；を含み、前記眼鏡蔓部１１０は、バー状の支持フレーム１１１の後方端部が
半円形に折り曲げられ、前記支持フレーム１１１の前方端部に円板状のディスク１１３が
一体に形成されたことを特徴とする。
【００１０】
　ただ、このような従来技術は、バンドに内蔵されたフレームによる頭痛を予防するため
に前記眼鏡蔓部１１０を備えているが、前記眼鏡蔓部１１０によって耳にひんぱんな摩擦
が発生して、長時間の着用時に耳の痛症を引き起こす問題点があった。
【００１１】
　また、このような従来技術は、ゴーグル部１２０とマスク部１３０がそれぞれヒンジで
結合されるように構成されるため、生産コストが高くなり、前記ゴーグル部１２０とマス
ク部１３０の回動時にひんぱんな故障が発生する問題点があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】大韓民国登録特許第１０－１１６００８０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明は、前記のような従来技術の問題点を解決するためになされたもので、その目的
は、頭を取り囲む頭バンドに内蔵されたフレームが頭に直接接触する接触面を減らすよう
に両側に分離されて構成されるので、フレームの長時間圧迫による頭痛を予防し、紫外線
遮断のためにサンバイザーが上下に回動するときに多段で回動するように構成されるので
、前記サンバイザーの角度調節が容易である回転型サンバイザーを備えた帽子を提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記目的を達成するための本発明による回転型サンバイザーを備えた帽子は、顔面部位
に入射する紫外線を遮断するために頭に着用されるサンバイザーを備えた帽子であって、
前記頭の周りを取り囲むバンドリングと、前記バンドリングの下端に結合されて前方に伸
びた補助バイザーとを含む頭部着用部と；前記バンドリングの内部に埋め込まれ、前記頭
の側部に装着されるように曲がった板状の支持板心材と、前記支持板心材の外面から外側
に突出した回動結合棒と、前記回動結合棒から所定の距離で離隔して突出した係合突起と
を含む一対の心材部と；前記紫外線を遮断するように色相を有する透明バイザーと、前記
回動結合棒に結合するように前記透明バイザーの両側部に穿孔された回転締結孔と、前記
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回動結合棒を中心に回転するときに前記係合突起に対応するように穿孔された多数の多段
回転孔とを含む透明バイザー部と；前記回動結合棒に結合された前記回転締結孔の外側部
を取り囲み、前記回動結合棒と結合するように中央が穿孔されたバイザー固定部材と；を
含んでなることを特徴とする。
【００１５】
　前記支持板心材には、前記バンドリングに埋め込まれたとき、前記回動結合棒が所定の
高さで突出するように前記回動結合棒の底面を取り囲むとともに上部に突出したバンドリ
ング装着端が備えられることを特徴とする。
【００１６】
　前記回動結合棒の外周面には、前記バイザー固定部材が挿合されるように、半径方向内
側に段差を有するように形成された固定部材挿合溝が備えられることを特徴とする。
【００１７】
　前記透明バイザーには、回転時に前記補助バイザーを越えて下方に過度に回転すること
を防止するために、内側先端から下方に突出した停止突条が備えられることを特徴とする
。
【発明の効果】
【００１８】
　このように、本発明による回転型サンバイザーを備えた帽子の効果は次のようである。
【００１９】
　第一、紫外線を遮断するために、頭を取り囲むバンドリングの内部に埋め込まれた回転
結合棒に結合されて回転する透明バイザーが多段で回転するように係合突起と多段回転孔
を備えることにより、頭に着用するとき、透明バイザーを所定の角度で固定して紫外線を
易しく遮断する。
【００２０】
　第二、前記回転結合棒の外周面に、前記透明バイザーが容易に回転できるように、バン
ドリング装着端と固定部材挿合溝を備えることにより、前記バンドリングによる回転干渉
を防止し、バイザー固定部材の組立を容易にして生産性を向上させる。
【００２１】
　第三、前記バンドリングの一側下端から前方に伸びた補助バイザーと、透明バイザーの
内側先端から下方に突出した停止突条とを備えることにより、前記透明バイザーの過度な
回転を防止して使用者に対する着心地を向上させる。
【００２２】
　第四、前記透明バイザーを回動可能に固定させる心材部と前記心材部の外側に結合され
るバイザー固定部材とを備えることにより、前記心材部とバイザー固定部材の結合を容易
にして、帽子の生産性を向上させ、人件費を節減する効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】従来技術による耳当て型サンキャップの分解斜視図である。
【図２】本発明による回転型サンバイザーを備えた帽子の斜視図である。
【図３】本発明による透明バイザー部、心材部及びバイザー固定部材を分解して示した図
である。
【図４】本発明による回転型サンバイザーを備えた帽子の作用を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、添付図面に基づいて本発明の好適な実施例をより詳細に説明する。
【００２５】
　本発明による回転型サンバイザーを備えた帽子は、図２及び図３に示したように、顔面
部位に入射する紫外線を遮断するために頭に着用されるサンバイザーを備えた帽子であっ
て、前記頭の周りを取り囲むバンドリング１１と、前記バンドリング１１の一側下端に結
合されて前方に伸びた補助バイザー１２とを備えた頭部着用部１０と；前記バンドリング
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１１の内部に埋め込まれて前記頭の側部に装着されるように曲がった板状の支持板心材２
１と、前記支持板心材２１の外面から外側に突出した回動結合棒２２と、前記回動結合棒
２２から所定の距離で離隔して突出した係合突起２３とを備えた一対の心材部２０と；前
記紫外線を遮断するために色相を有する透明バイザー３１と、前記回動結合棒２２に挿合
されるように前記透明バイザー３１の両側部に穿孔された回転締結孔３２と、前記回動結
合棒２２を中心に回転するとき、前記係合突起２３と結合するように穿孔された多数の多
段回転孔３３とを備えた透明バイザー部３０と；前記回動結合棒２２に結合された前記回
転締結孔３２の外側部を覆いながら前記回動結合棒２２と結合するように中央が穿孔され
たバイザー固定部材４０とを含んでなる。
【００２６】
　ここで、前記頭部着用部１０は、頭の上部を取り囲むキャップ（図示せず）が前記バン
ドリング１１の上端に結合されることができる。前記バイザー固定部材４０の外観は美麗
に形成するために丸いテーパー状に仕上げられ、前記回動結合棒２２の外側先端は外観の
ために緩やかな半球状に形成されることが好ましい。
【００２７】
　そして、前記心材部２０は弾性材でなり、頭に加わる締付力が発生しないように短く形
成され、着用が便利であり、前記回動結合棒２２は前記支持板心材２１の外面中央から前
方に偏って備えられることにより、前記透明バイザー３１の回転時にかかることを防止す
る。
【００２８】
　また、前記透明バイザー３１は有彩色又は無彩色などの多様な色相を有することができ
る。
【００２９】
　一方、前記支持板心材２１には、前記バンドリング１１に埋め込まれるとき、前記回動
結合棒２２が所定の高さで突出するように前記回動結合棒２２の底面を取り囲むとともに
上方に突出したバンドリング装着端２１ａが備えられる。
【００３０】
　すなわち、前記バンドリング装着端２１ａは前記透明バイザー部３０の回転締結孔３２
部位と前記バンドリング１１の間で発生する摩擦を最小化して、前記透明バイザー部３０
が円滑に回転するようにする。
【００３１】
　そして、前記回動結合棒２２の外周面には、前記バイザー固定部材４０が挿合されるよ
うに半径方向内側に段差をなすように凹設された固定部材挿合溝２２ａが備えられること
により、前記バイザー固定部材４０が外部に離脱することを防止する。
【００３２】
　一方、前記透明バイザー３１は、回転の際、前記補助バイザー１２を越えて下方に過度
に回転することを防止するために、内側先端から下方に突出した停止突条３１ａを備えて
いる。ここで、前記停止突条３１ａは前記透明バイザー３１が下方に回転する時に前記補
助バイザー１２の先端部にかかるようになる。
【００３３】
　前記のように構成された本発明による回転型サンバイザーを備えた帽子の作用を説明す
るとつぎのようである。
【００３４】
　本発明の回転型サンバイザーを備えた帽子は、図２～図４に示したように、顔面部位に
入射する紫外線を遮断するために、透明バイザー部３０が頭部着用部１０に回転可能に結
合されるように心材部２０とバイザー固定部材４０とを備える。
【００３５】
　ここで、前記心材部２０はバンドリング１１の内部に埋め込まれた支持板心材２１から
突出した回動結合棒２２と係合突起２３とを備え、透明バイザー３１は回転締結孔３２を
介して前記回動結合棒２２に結合される。
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　一方、前記透明バイザー３１が固定される前記支持板心材２１は一般的な帽子に備えら
れた心材とは違い、短い形態の一対でなることにより、前記支持板心材２１で発生する弾
性力による頭痛を防止するようになる。
【００３７】
　そして、透明バイザー部３０の多段回転孔３３は前記係合突起２３に対応するように穿
孔され、前記透明バイザー３１の上下回動時に前記係合突起２３が多段回転孔３３にスナ
ップ方式で回転することにより、前記透明バイザー部３０が多段で回転し、停止時には所
定の角度を維持することができるようにする。
【００３８】
　また、前記バイザー固定部材４０は前記回動結合棒２２の外周面に半径方向内側に凹設
された固定部材挿合溝２２ａに挿合されて前記透明バイザー部３０を固定させるようにな
る。すなわち、前記固定部材挿合溝２２ａは前記バイザー固定部材４０が堅く装着される
ようにするとともに外部に離脱することを防止するようになる。
【００３９】
　そして、前記回動結合棒２２の底面を取り囲みながら前記支持板心材２１から上部に突
出したバンドリング装着端２１ａは縫製加工される前記バンドリング１１による干渉を最
小化するようになる。すなわち、前記バンドリング装着端２１ａは前記バンドリング１１
と透明バイザー３１の回転時に干渉を最小化するように外側に突出する。
【００４０】
　また、前記透明バイザー３１の内側先端から下方に突出した停止突条３１ａは前記バン
ドリング１１の下端から前方に伸びた補助バイザー１２にかかるようになる。ここで、前
記補助バイザー１２は一般的な帽子のバイザーの素材と同一の素材からなるが、前方に伸
びた長さが相対的に小さく形成されることにより、前記透明バイザー３１との回転干渉が
発生しないようにするとともに前記透明バイザー３１が下方に過度に回転することを防止
するようになる。
【００４１】
　本発明は前述した特定の好適な実施例に限定されなく、請求範囲で請求する本発明の要
旨を逸脱しない範疇内で本発明が属する当該技術分野で通常の知識を有する者であれば誰
でも多様な変形実施が可能であり、そのような変更は請求範囲記載の範囲内にあるもので
あるというのは言うまでもない。
【符号の説明】
【００４２】
　１０　　頭部着用部
　１１　　バンドリング
　１２　　補助バイザー
　２０　　心材部
　２１　　支持板心材
　２１ａ　　バンドリング装着端
　２２　　回動結合棒
　２２ａ　　固定部材挿合溝
　２３　　係合突起
　３０　　透明バイザー部
　３１　　透明バイザー
　３１ａ　　停止突条
　３２　　回転締結孔
　３３　　多段回転孔
　４０　　バイザー固定部材
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